
第９号様式（第29条関係） 

 

 

（記載例）水質特定施設設置（使用・変更）届出書 
 

○年 ○月 ○日   

 

 高松市長 殿 

 

届出者  

住所 ○○県○○市○○町○○番地 

氏名 株式会社○○○○ 代表取締役 ○○○○ 

 （法人にあっては、その名称及び代表者氏名） 

 

 香川県生活環境の保全に関する条例第36条（第37条・第38条）の規定により、水質特定

施設について、次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場の名称 ○○温泉 
※整理番号 

 

工場又は事業場の所在地 高松市○○町○○番地 ※受理年月日 年  月  日 

水 質 特 定 施 設 の 種 類 

３号 公衆浴場 

(１) ちゅう房施設 

(３) 入浴施設 

※施設番号  

水 質 特 定 施 設 の 構 造 別 紙 １ の と お り ※審査結果  

水質特定施設の使用の方法 別 紙 ２ の と お り 

※ 備 考  

汚 水 等 の 処 理 の 方 法 別 紙 ３ の と お り 

水質排出水の汚染状態 
及び量 別 紙 ４ の と お り 

用 水 及 び 排 水 の 系 統 別 紙 ５ の と お り 

備考 １  水質特定施設の種類の欄には、香川県生活環境の保全に関する条例施行規則別表第４に掲

げる名称を記載すること。 

２  ※印の欄には、記載しないこと。 

３  変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。 

４  届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａ

４とすること。

設置：条例施行時（H21.10.1）以降、水質特定施設を新たに設置しようとする
ときに必要な届出です。 
使用：条例施行時に現に水質特定施設を設置しているときに、施行後30日以内
に届け出なければならない届出です。 
変更：既に設置又は使用の届出をしている水質特定施設について、その構造、
設置場所等を変更したときに、変更後30日以内に届け出なければならない届出
です。 

個人営業の場合は、営業主の氏名と住所を
記入します。法人の場合は、名称及び代表
者の氏名を記入します。 

設置届出書の場合は【第36条】、
使用届出書の場合は【第37条】、
変更届出書の場合は【第38条】
に○をします。 

提出する日付を記入します。 

 

工場又は店舗の名称、所在地
（地番まで）を記載します。 

条例施行規則別表第４の施設番
号及び施設名を記載します。 
１号 自動式鶏卵洗浄施設 
２号 生うどんの湯煮施設 
５号 特定施設 
６号 みなし指定地域特定施設 

など 



 

別紙１ 

 

水 質 特 定 施 設 の 構 造 

 

工場又は事業場における 
施設番号 ① ③－１ ③－２ 

名称及び型式 ちゅう房 浴場（男子） 浴場（女子） 

設置年月日   年  月  日    年  月  日 

工事の着手予定年月日  ○年 ○月 ○日 ○年 ○月 ○日 ○年 ○月 ○日 

使用開始予定年月日  ○年 ○月 ○日 ○年 ○月 ○日 ○年 ○月 ○日 

能   力 200食/日 

露天風呂 4 m3 
大浴槽   10 m3 
水浴槽  3 m3 
薬湯      3 m3 

露天風呂 4 m3 
大浴槽   10 m3 
水浴槽  3 m3 
薬湯      3 m3 

参 考 事 項 
   

備考 １  設置届出の場合には工事の着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使用届出

の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、工事の着手予定年月日

及び使用開始予定年月日の欄にそれぞれ記載すること。 

２ 水質特定施設の構造及び主要寸法を記載した概要図並びに水質特定施設及びこれに関

連する主要機械又は主要装置の配置図を添付すること。 

施設の名称、型式（品番等）を
記入します。 

工事の着手予定年月日等を記入
します。 

店舗内の全施設のうちから、当該施設を特定するために、番
号、名称等があれば記入します。 
異なる施設を複数設置する場合は、列を分けて記入します。 

○万卵/時、○○食/日、槽容量○kg、浴槽容量○m3等と記入します。 



 

別紙２ 

 

水質特定施設の使用の方法 

工場又は事業場における施設番号 ① ③－１、２ 

水 質 特 定 施 設 の 名 称 ちゅう房 入浴施設 

設 置 場 所 別図○のとおり 別図○のとおり 

使 用 状 況 

使用時間間隔 
及び１日当た 
りの使用時間 

11時～20時 
連続９時間使用 

10時～22時 
連続12時間使用 

季 節 的 変 動 なし なし 

水質特定施設の 
作業工程におい 
て使用する原材 
料（消耗資材を 
含む。）    

種 類 食料品 石鹸等 入浴剤 

使 用 方 法 調理 洗浄 浴槽に投入 

１日当たりの 
使用量    200食 適量 1 L 

水質特定施設の

使用時において

当該水質特定施

設から排出され

る汚水等の汚染

状態      

項 目 通 常 の 値 最 大 の 値 通 常 の 値 最 大 の 値 

全有機炭素(TOC) 
(mg/L) 100 200 80 100 

     

     

     

     

     

水質特定施設の使用時において 
当該水質特定施設から排出され 
る汚水等の量（ｍ3/日）  

通 常 の 量 最 大 の 量 通 常 の 量 最 大 の 量 

3 5 9 12 

参 考 事 項 

 

備考 １ 水質特定施設の使用時において当該水質特定施設から排出される汚水等の汚染状態の

欄は、当該水質特定事業場の水質排出水に係る水質排水基準に定められた事項について

記載すること。 

２ 水質特定施設を含む操業の系統の概要図を添付すること。

水質特定施設から排出される水の汚濁濃度を記入します。 
TOC濃度が不明の場合は『届出予定』と記載します。 
（別紙３、別紙４についても同様） 

その他必要事項があれば、記入します。 



 

別紙３ 

表 

汚 水 等 の 処 理 の 方 法                

汚水等の処理施設の工場又は事業場にお 
ける施設番号             合併処理浄化槽 

処 理 施 設 の 設 置 場 所 別図のとおり 

汚
水
等
の
処
理
施
設 

設 置 年 月 日 ○年  ○月 ○日 

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 年  月  日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 年  月  日 

種 類 、 名 称 及 び 型 式 △△社製 ○○型 

処 理 能 力 100人槽 20 m3/日 

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 分離接触ばっ気－砂濾過方式 

汚 水 等 の 処 理 の 系 統 施設排水→沈殿槽→ばっ気槽→砂濾過→放流 
（別図のとおり） 

汚水等の集水及び汚水等の処理施設ま 
での導水の方法           別図のとおり 

汚水等の処理施設
の使用状況    

使用時間間隔及び１ 
日当たりの使用時間 連続24時間 

季 節 的 変 動 なし 

汚水等の処理施設
において中和、凝
集、酸化その他の
反応の用に供する
消耗資材     

資 材 名 次亜塩素酸ナトリウム 

用 途 殺菌・消毒 

１日当たりの使用量 200 g 

 
汚水等の処理施設
の使用時における
当該汚水等の処理
施設による処理前
及び処理後の汚染
状態       

項 目 処 理 前 処 理 後 
通常の値 最大の値 通常の値 最大の値 

全有機炭素(TOC) 
(mg/L) 120 180 20 80 

     

     

     

     

     
 



 

別紙３ 

裏 

備考 １ 汚水等の処理施設の設置届出の場合には工事の着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄

に、使用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、工事の着手予

定年月日及び使用開始予定年月日の欄にそれぞれ記載すること。 

２ 汚水等の処理施設の使用時における当該汚水等の処理施設による処理前及び処理後の汚染

状態の欄は、当該水質特定事業場の水質排出水に係る水質排水基準に定められた事項につい

て記載すること。 

３ 汚水等の処理施設の構造と主要寸法を記載した概要図及び汚水等の処理施設の設置場所を

記載した図面並びに排水口の位置及び排出先を記載した図面を添付すること。

汚水等の処理施設の使用時にお 

ける当該汚水等の量(ｍ3/日)  

処 理 前 処 理 後 

通 常 の 量 最 大 の 量 通 常 の 量 最 大 の 量 

13 19 13 19 

汚水等の処

理によって

生ずる残さ

    

種 類   汚泥  

生 成 量 ( 月 間 )   1 m3  

処理方法の概要   半年毎に業者
で抜き取り  

水 質 排 出 水 の 排 出 の 方 法 
浄化槽排水 → 排水口No.１ → ○○川 
露天風呂抜き水 → 排水口No.２ → ○○川 
雨水 → 排水口No.３～５ → ○○川 

参 考 事 項  

排水口の位置、排出先を示す別図を添付します。 



 

別紙４ 

 

水質排出水の汚染状態及び量 

工場又は事業場におけ 
る施設番号 排水口No.１ 排水口No.２ 

水
質
排
出
水
の
汚
染
状
態 

項 目 通 常 の 値 最 大 の 値 通 常 の 値 最 大 の 値 

全有機炭素(TOC) 
(mg/L) 20 80 15 45 

     

     

     

 
 

   

     

     

     

     

     

     

     

     

水 質 排 出 水 の 量 
（ｍ 3/日）      

通 常 の 量 最 大 の 量 通 常 の 量 最 大 の 量 

13 19 5 10 

参 考 事 項 排水口No.３～５は雨水専用排水口。 

備考 水質排出水の汚染状態の欄は、当該水質特定事業場の水質排出水に係る水質排水基準に定め

られた事項について記載すること。

排水口を特定するため、排水口の番号・名称等を記入し
ます。（添付する図面と同一の番号となっていることを確
認してください。） 



 

別紙５ 

 

用 水 及 び 排 水 の 系 統 

用水及び排水の系統 別図のとおり 

用途別用水使用量 

用 途 使 用 水 用 水 使 用 量 
（ｍ3/日）    

ちゅう房 上水 ３～５ 

風呂 上水 ３～４ 

風呂 温泉水 ６～８ 

雑排水 上水 １～２ 

露天風呂抜き水 上水 ５～10 

   

 


